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【取組の対象組織・活動の明確化】

取組の対象組織・活動
□組織の概要
（１）名称及び代表者

株式会社 エムケーインデクト
代表取締役　今中 健二

①本社 香川県木田郡三木町大字池戸639番地1
②三木リサイクルプラント 香川県木田郡三木町大字池戸字香蓮寺甲533番1
③深谷リサイクルプラント 香川県木田郡三木町大字池戸字香蓮寺甲534番1、535番1、535番4他
④成合リサイクルプラント 香川県高松市成合町字南川原961番1
⑤汚泥処理プラント 香川県木田郡三木町大字池戸字香蓮寺甲642番1
⑥高松リサイクル 香川県高松市成合町字南川原972番1
⑦西讃リサイクル 香川県仲多度郡まんのう町大字羽間字安造田2952番33外3筆
⑧紋別事業所 北海道紋別市新港町4丁目6

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者 部長 北山 浩司
担当者 総務部 出水 雄喜
TEL 087-864-4981

（４）事業内容
・一般廃棄物収集運搬業　
・一般廃棄物処分業
・産業廃棄物収集運搬業
・産業廃棄物処分業
・特別管理産業廃棄物収集運搬業

（５）事業の規模
設立年月日 平成7年10月26日
資本金　　 5,000万円
売上額　 204,821万円（2021年度実績）

本社 三木RP 深谷RP 成合RP 汚泥P 高松R 西讃R
53人 13人 32人 5人 2人 1人 1人

1,541㎡ 7,454㎡ 13,523㎡ 3,750㎡ 1,068㎡ 7,215㎡ 1,400㎡

（６）事業年度
10月～9月

・組織図

従業員 従業員 従業員

取締役会

総務・営業部 収集運搬業部門 処分業部門

部門長 部門長 部門長

代表取締役

（２）所在地

従業員　　　　　
延床面積　　　



２．対象範囲（認証・登録の対象範囲）、レポートの対象期間及び発行日

・対象範囲 ・レポートの対象期間
　①本社 2021年4月～2022年3月

　②三木リサイクルプラント ・環境活動レポートの発行日
　③深谷リサイクルプラント
　④成合リサイクルプラント ・発行責任者　　出水雄喜

　 　⑤汚泥処理プラント
　⑥高松リサイクル
　⑦西讃リサイクル
　⑧紋別事業所 （紋別バイオマス発電株式会社・オホーツクバイオエナジー株式会社管轄下での業務の為、

   対象外とする）

□許可の内容

【　高松市　産業廃棄物収集運搬業　】
① 許可番号 第09711039914号
② 許可年月日 令和3年6月21日
③ 許可の有効期限 令和8年6月 3日
④ 事業の範囲 ①燃え殻②汚泥③廃油④廃酸⑤廃アルカリ⑥廃プラスチック類⑦紙くず⑧木くず

⑨繊維くず⑩動植物性残さ⑪ゴムくず⑫金属くず⑬ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び
陶磁器くず⑭鉱さい⑮がれき類⑯産業廃棄物を処分するために処理したもの

（ただし、⑥、⑫および⑬にあっては、自動車等破砕物を除き、⑥、⑬および
　⑮にあっては、石綿含有産業廃棄物を含む。）以上

【　香川県　産業廃棄物収集運搬業　】
① 許可番号 第03713039914号
② 許可年月日 令和3年9月21日
③ 許可の有効期限 令和8年6月 3日
④ 事業の範囲 ①燃え殻②汚泥③廃油④廃酸⑤廃ｱﾙｶﾘ⑥廃プラスチック類⑦紙くず⑧木くず

⑨繊維くず⑩動植物性残さ⑪ゴムくず⑫金属くず⑬ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び
陶磁器くず⑭鉱さい⑮がれき類⑯産業廃棄物を処分するために処理したもの
（ただし、④、⑩および⑪にあっては、自動車等破砕物を除き、④、⑪および
　⑬にあっては、石綿含有産業廃棄物を含む。）以上

【　香川県　特別管理産業廃棄物収集運搬業　】
① 許可番号 第03753039914号
② 許可年月日 令和3年11月11日
③ 許可の有効期限 令和8年10月13日  
④ 事業の範囲 廃油・廃酸・廃アルカリ・感染性産業廃棄物・汚泥・鉱さい・廃石綿等・ばいじん・燃え殻

【　高松市　産業廃棄物処分業　】
① 許可番号 第09721039914号
② 許可年月日 令和 2年2月15日
③ 許可の有効期限 令和 7年2月14日
④ 事業の範囲 中間処理業（破砕処分に限る。）

1) 破砕処分 （最大 480ｔ/日） ⑧木くず

【　香川県　産業廃棄物処分業　】
① 許可番号 第03723039914号
② 許可年月日 令和3年8月19日
③ 許可の有効期限 令和8年3月27日
④ 事業の範囲 中間処理業（選別処分、破砕選別処分、破砕処分、圧縮処分、脱水処分、ｺﾝｸﾘｰﾄ固化処分

及び固形燃料化処分に限る。）
1) 選別処分 （最大20ｔ/日） ⑥廃プラスチック類⑦紙くず⑧木くず⑨繊維くず⑪ｺﾞﾑくず⑫金属くず

⑬ｶﾞﾗｽくずｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず⑮がれき類
2) 破砕選別処分 （最大6.4ｔ/日） ⑦紙くず⑬ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず
3) 破砕処分 （最大1,200ｔ/日）⑭鉱さい⑮がれき類
4) 破砕処分 （最大101.52ｔ/日）⑧木くず
5) 圧縮処分 （最大28ｔ/日） ⑥廃プラスチック類⑦紙くず⑫金属くず
6) 脱水処分 （最大9.9ｔ/日） ②汚泥
7) ｺﾝｸﾘｰﾄ固化処分 （最大421.7㎥/日） ②汚泥
8) 固形燃料化処分 （最大 9.6ｔ/日） ⑥廃プラスチック類⑦紙くず⑧木くず⑨繊維くず⑩動植物性残さ⑪ｺﾞﾑくず

2022年6月20日



□許可の内容
【　高松市　一般廃棄物収集運搬業　】 【　高松市　一般廃棄物処分業　】

① 許可番号 第74号 ① 許可番号 第62号
② 許可年月日 令和3年11月22日 ② 許可年月日 令和2年12月15日
③ 許可の有効期限 令和5年11月8日 ③ 許可の有効期限 令和4年12月14日
④ 事業の範囲 事業系一般廃棄物 ④ 事業の範囲 木くず・草・水草

家庭系一般廃棄物

【　三木町　一般廃棄物処理業　】 【　三木町　一般廃棄物処理業　】
① 許可番号 第1号 ① 許可番号 第11号
② 許可年月日 令和4年11月1日 ② 許可年月日 令和 4年4月1日
③ 許可の有効期限 令和6年10月31日 ③ 許可の有効期限 令和 6年3月31日
④ 事業の範囲 木くず ④ 事業の範囲 事業系一般廃棄物

【　さぬき市　一般廃棄物処理業　】
① 許可番号 ３さ生環第242号
② 許可年月日 令和 4年4月1日
③ 許可の有効期限 令和 6年3月31日
④ 事業の範囲 事業系一般廃棄物

□積替 又は保管許可内容
面積（㎡） 保管上限（㎥） 高さ（m）

三木ＲＰ 228 509 4.5
3,236 11,093 5.0

深谷ＲＰ 403 403 3.0
91 45.5 1.5
60 36 1.8

408.75 388 2.5
190 237 2.5
54 27 1.5

282 238.8 3.0
成合ＲＰ 500 416.6 2.5
汚泥Ｐ 73 72.8 1.0

57 28.5 1.5
30 22.5 1.5

高松Ｒ 334.56 733.06 2.7
3.3 3.30 1.0

2,027.24 3,088.7 3.5
西讃Ｒ 500.56 1,103.28 3.0

3.3 3.3 1.0
※①燃え殻②汚泥③廃油④廃酸⑤廃ｱﾙｶﾘ⑥廃プラスチック類⑦紙くず⑧木くず
⑨繊維くず⑩動植物性残さ⑪ゴムくず⑫金属くず⑬ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び
陶磁器くず⑭鉱さい⑮がれき類⑯産業廃棄物を処分するために処理したもの

□運搬車両等の種類と台数 □処理実績(2021年4月～2022年3月)
台数 単位 実績

ｱｰﾑロール車（１０ｔ車） ２台 ｔ 42
ｱｰﾑロール車（　４ｔ車） ８台 一般廃棄物処分量(草木) ｔ 292
ｱｰﾑロール車（　２ｔ車） ２台 産業廃棄物収集運搬量 ｔ 13,862
１０ｔコンテナ １１台 ｔ 142,148
　４ｔコンテナ ４２４台
　２ｔコンテナ ２９８台
３.３㎥コンテナ ５４台
１.７㎥コンテナ ３０台
吸引車（２２ｔ車） １台
吸引車（１０ｔ車） ４台
吸引車（　４ｔ車） ２台
トレーラー １０台
１０ｔダンプ車 １５台
　４ｔダンプ車 ６台
　２ｔダンプ車 ５台
　４ｔ塵芥車 １台
　４ｔユニック車 １台
　２ｔユニック車 １台
平ボディ ５台
軽ダンプ・トラック車 １２台

業務内容

⑧
⑧
⑥⑦⑪⑫⑬

②（無機性に限る）

上記を脱水処理したもの

⑥⑦⑧⑨⑩⑪
上記を破砕処理したもの

⑥⑦⑧⑨⑪⑫⑬⑮
上記を選別処理したもの

⑦⑬（廃石膏ボードに限る）

廃棄物の種類

産業廃棄物中間処分量

一般廃棄物収集運搬量

施設名

車両

⑧
⑮
⑥⑦⑫

上記を脱水処理したもの

⑮

0ｔ
特別管理産業廃棄物
　　　収集運搬量

⑥⑦⑧⑨⑩⑪
⑧

⑥⑦⑨⑪⑫⑬



処理全体フロー図

　（有）　拓商工業
高松市田村町905-1

㈱ 松本光春商店 王子製紙 ㈱
高松市栗林町1-15-18 阿南市豊益町吉田1番地

排出事業場
工事現場

ガラスくず
陶器くず

紙くず 金属くず ゴムくず 繊維くず

原料置場 原料置場 原料置場 原料置場 原料置場 原料置場

廃プラス
チック類

固形燃料（ＲＰＦ）

破砕処理
5～100㎜まで
に破砕対象物
に応じて選択

する。

すべて有価物
として製品置
場に保管す

る。

売　却

再生ガラス
資源

製鉄原料

古紙原料



・がれき類

処理フロー図 ・鉱さい

・産業廃棄物を処分する為に処理したもの。（コンクリート固化物に限る。）

（販売先）
・㈱村上組
・県内一般業者

製品販売

鉱さい がれき類
コンクリート

固化物

排出事業場 工事現場 当社コンクリート固化施設

処 理 施 設

原料置場 原料置場

破砕処理

クラッシャーラン



処理フロー図　（木くず）

（販売先）
・大王製紙　㈱
・住友林業　㈱

チップ

製品販売

木くず

排出事業場

処理施設

原料置場

破砕処理

製品置場



固形燃料化施設フロー図 （販売）

・金属くず ・靭商事(株)

・仕分けヤード

（破砕工程）

（販売）
・王子製紙　㈱
・㈱　カワフジ

プレス機 ・紙くず ・㈱　松本光春商店
原料受入

がれき類  ・自社破砕施設へ

木くず・繊維くず・ゴムくず 紙くず 廃プラ 金属くず

定量供給機
ベルト

コンベヤー
成形機

ベルト
コンベヤー

ＲＰＦヤード

（整形工程）

付着土砂  ・再生土にて再利用

破砕機 破砕物ヤード



処理フロー図　（コンクリート固化処理）

産業廃棄物を処分する為に処理したもの
運搬

（コンクリート固化物に限る）

自社破砕処理施設

破砕処理

汚泥

作業現場

処理施設

汚泥脱水処理
（貯水槽Ａ・Ｂ・Ｃ）を使用

脱水処理

ストックヤード

ストックヤードにて
コンクリート固化

投入
セメント



処理フロー図　（汚泥脱水処理）

ケーキ1ｍ3に対する必要スラリー量は約1.3倍 施設の所在地：

木田郡三木町大字池戸字香蓮寺甲533番1

機種選定

設計条件及び物質収支計算より、1日あたりの脱水ケーキ発生量が4ｍ3/日であり、運転回数は

1回/日であるため、処理能力は4ｍ3/回のフィルタープレス1台が必要となります。

（機種使用）

型式：フィルタープレスタイプ　SFP-8型

脱水ケーキ置場

（コンクリート固化作業）

自社破砕施設

重量（ｔ/日） 3.2 2.7 5.9 液 比 重 ：　1.479

：　55％

脱水ケーキ/日 固形分 水分 計 含 水 率 ：　45％

体積（ｍ3/日） 1.3 2.7 4 濃 度

ろ過水

脱水機
　体積（ｍ3/日） 1.2 砂プラント沈殿槽

　重量（ｔ/日） 1.2 （プラント内再利用）

濃 度 ：　45％

重量（ｔ/日） 3.2 3.9 7.1 液 比 重 ：　1.365

スラリー/日 固形分 水分 計

体積（ｍ3/日） 1.3 3.9 5.2

　重量（ｔ/日） 4.7

重量（ｔ/日） 3.2 8.6 11.8

ポンプ
（吸引） 上澄水（清水）/日

　体積（ｍ3/日） 4.7

液 比 重 ：　1.192

体積（ｍ3/日） 1.3 8.6 9.9 濃 度 ：　27％

シールド汚泥

貯　泥　槽

原水/日 固形分 水分 計



・深谷プラント施設概要

　・本施設は、資源の細分化を図り、有効利用を目的とした施設である。

　・選別ラインにて各種類に区画された場所に手作業で分別作業を行い、有価物として

　　　製品仮置き場に保管する。

　・製品化された有価物は各企業に販売し、再生原料となる。

最終処分場行き

各事業場搬出資源

　選別ラインの流れ

木 燃料1番・2番 紙 段ボール
アルミ缶

スチール缶
アルミガラ

（鍋・やかん）
雑品

ステンレス
雑線 銅系統 石膏ボード

コンクリート
ガラ ガラス屑 鉄

製品化

自社プラント・施設にて破砕・圧縮作業を行い製品化し、仮置き場にて保管する。製品化された有価物は各企業に販売し、再生原料となる。

販売

ボ
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再
生
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品
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線 銅

地
盤
改
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材

紙
路
盤
材

ガ
ラ
ス

木 紙 段
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ル

ア
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ガ
ラ
（
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・
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ん
）
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品
（
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）

ス
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ス

雑
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統
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ス
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ず

鉄 最
終
処
分
場
行
き
（
小
コ
ン
ガ
ラ
・
小
ガ
ラ
ス
関
係
）

選 別 ラ イ ン 断 面 図

二次スクリーン一次スクリーン

投入部ピット
各事業場搬出資源

Ｎｏ，１ ベルトコンベアー

Ｎｏ，２ ベルトコンベアー 磁選幾

燃
料

最
終
処
分
場
行
き
（
廃
プ
ラ
・
塩
ビ
関
係
）

繊
維
屑

燃
料

ア
ル
ミ
缶

塩
ビ
パ
イ
プ

ス
チ
ー
ル
缶



基本理念

行動指針

２．

　　　環境経営方針は、全ての従業員及に周知し、継続的改善活動に取り組みます。

制定日： 2019年8月1日

改訂日： 2022年9月21日

　　代表取締役 今中　健二

①二酸化炭素排出量の削減に努めます。

１．具体的に次の項目に取り組みます。

環境関連法規、条例、規則を遵守し、積極的に環境活動に取り組みます。

株式会社エムケーインデクト

環 境 経 営 方 針

株式会社エムケーインデクトは環境保全活動の推進と継続的な改善を図るために環境マネ
ジメントシステムを確立します。環境目的・目標を定めて取り組み、システムの継続、汚
染の予防に努め、それらの実現のために下記の方針を設定します。更に本業である廃棄物
処分業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り
組みます。

④中間処理における再資源化率向上に努めます。

②廃棄物の削減及び再生利用促進に努めます。

③水使用量の削減に努めます。



株式会社 エムケーインデクト　実施体制図

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

全従業員

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・環境経営レポートの作成

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

環境管理責任者

北山浩司

・全従業員に対する教育・訓練の実施

代表取締役

今中健二

中間処理場 収集運搬事務局

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境管理責任者を任命

環境管理責任者
（補助：事務局）

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

代表取締役

・環境経営システムの構築、実施、管理

役割・責任・権限



【環境経営目標】

○中・長期目的・目標

【全体】
目　　　標

単位
基準年

（2018年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 3,275,832 3,243,074 3,221,094 3,188,399

・電気使用量削減 kWh 1,588,113 1,572,232 1,556,351 1,540,470

・ガソリン使用量削減 L 40,721 40,314 44,553 44,098

・軽油使用量削減 L 886,669 877,802 868,936 860,069

一般廃棄物排出量削減 kg 538 533 527 522

水総使用量削減 m3 2,193 2,171 2,149 2,127

組織本来の取組　　＊2 再資源化率 94.7 95.0 95.5 96.0

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　　環境省公表四国電力2017年実績調整後排出係数0.535（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．組織本来の取り組みとして中間処理における再資源化率向上に努めます。

＊　　化学物質の使用はありません。

〇　　ガソリン目標策定にて、2018年時点で成合ＲＰ、汚泥ＲＰ、西讃Ｒのガソリン使用はありません

　　　でしたが、2019年度で使用実績が出たので、それを基に2020年度から目標を改訂します。

目的



【本社】
目　　　標

単位
基準年

（2018年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 49,553 49,057 48,562 48,066

・電気使用量削減 kWh 46,222 45,760 45,298 44,835

・ガソリン使用量削減 L 10,445 10,341 10,236 10,132

・軽油使用量削減 L 189 187 185 183

一般廃棄物排出量削減 kg 538 533 527 522

水総使用量削減 m3 231 229 226 224

組織本来の取組　　＊2 再資源化率 94.7 95.0 95.5 96.0

【三木リサイクルプラント】
目　　　標

単位
基準年

（2018年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 902,769 893,741 884,714 875,686

・電気使用量削減 kWh 379,872 376,073 372,275 368,476

・軽油使用量削減 L 265,944 263,285 260,625 257,966

水総使用量削減 m3 297 294 291 288

【深谷リサイクルプラント】
目　　　標

単位
基準年

（2018年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 1,420,793 1,406,585 1,392,377 1,378,169

・電気使用量削減 kWh 957,069 947,498 937,928 928,357

・ガソリン使用量削減 L 30,276 29,973 29,670 29,368

・軽油使用量削減 L 319,133 315,942 312,750 309,559

水総使用量削減 m3 694 687 680 673

【成合リサイクルプラント】
目　　　標

単位
基準年

（2018年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 592,732 586,805 581,450 575,636

・電気使用量削減 kWh 18,113 17,932 17,751 17,570

・ガソリン使用量削減 L 247 244

・軽油使用量削減 L 221,620 219,404 217,188 214,971

水総使用量削減 m3 751 743 736 728

目的

目的

目的

目的



【汚泥処理プラント】
目　　　標

単位
基準年

（2018年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 191,595 189,679 197,899 195,920

・電気使用量削減 kWh 183,539 181,704 179,868 178,033

・ガソリン使用量削減 L 4,369 4,325

・軽油使用量削減 L 35,459 35,104 34,750 34,395

水総使用量削減 m3 112 111 110 109

【高松リサイクル】
目　　　標

単位
基準年

（2018年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 47,499 47,024 46,549 46,074

・電気使用量削減 kWh 1,569 1,553 1,538 1,522

・軽油使用量削減 L 17,730 17,553 17,375 17,198

水総使用量削減 m3 56 55 55 54

【西讃リサイクル】
目　　　標

単位
基準年　（2018

年）
2019年 2020年 2021年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 70,891 70,182 69,543 68,848

・電気使用量削減 kWh 1,729 1,712 1,694 1,677

・ガソリン使用量削減 L 30 29

・軽油使用量削減 L 26,594 26,328 26,062 25,796

水総使用量削減 m3 52 51 51 50

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省公表四国電力2017年実績調整後排出係数0.535（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．組織本来の取り組みとして中間処理における再資源化率向上に努めます。

目的

目的

目的



○短期目的・目標

・取組期間　2021年4月　～　2022年3月
・全体

目的 単位 基準年（2018年） 目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 3,275,832 3,188,399

・電気使用量削減 kWh 1,588,113 1,540,470

・ガソリン使用量削減 L 40,721 44,098

・軽油使用量削減 L 886,669 860,069

一般廃棄物排出量削減 kg 538 522

水総使用量削減 m3 2,193 2,127

組織本来の取組　　＊２ 実施率 94.7 96.0

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省公表四国電力2017年実績調整後排出係数0.535（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．組織本来の取り組みとして中間処理における再資源化率向上に努めます。



【環境経営計画】

・取組期間　２０２１年４月　～　２０２２年３月

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③水銀灯からＬＥＤの入替

①エコドライブの励行

②タイヤの空気圧確認

③車内に不要なものを積載しない

①エコドライブの励行

②タイヤの空気圧確認

③車内に不要なものを積載しない

①コピー枚数の削減

②コピー用紙の裏面再使用

③再資源化の推進

①節水ポスター掲示

②洗車時の節水を図る

③ストップノズルの装着

①中間処理における再資源化率向上に努める

②分別の徹底

③取引先へ分別の提案を実施する

※全サイトでこれに取り組む。

水使用量 節水

一般廃棄物排出量削減

二酸化炭素排出量
の削減

電気使用量削減

ガソリン
使用量削減

軽油使用量削減

組織本来の取組



○2021年度環境経営目標の実績

・取組期間　2021年4月　～　2022年3月
・全体

目的 単位 基準年（2018年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 3,275,832 3,188,399 2,220,387 〇

・電気使用量削減 kWh 1,588,113 1,540,470 1,290,471 〇

・ガソリン使用量削減 L 40,721 44,098 33,639 〇

・軽油使用量削減 L 886,669 860,069 561,229 〇

一般廃棄物排出量削減 kg 538 522 521 〇

水総使用量削減 m3 2,193 2,127 2,983 ×

組織本来の取組　　＊2 再資源化率 94.7 96.0 96.3 〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省公表四国電力2017年実績調整後排出係数0.535（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．組織本来の取り組みとして中間処理における再資源化率向上に努めます。

〇　　ガソリン目標策定にて、2018年時点で成合ＲＰ、汚泥ＲＰ、西讃Ｒのガソリン使用はありません

　　　でしたが、2019年度で使用実績が出たので、それを基に2020年度から目標を改訂します。

○コメント

二酸化炭素の削減

前回より継続した取組により、全施設で軽油使用量削減が大きい。
古い建設機械を１台入替を実施した事で燃費性能が向上したこと。また、始業前点検や
定期自主検査を実施してメンテナンスを徹底したことである。
また、大型処理施設の機械設備の電気出力制御の細かな設定等を実施したことで、電気
の使用量を基準年に対し、１８．７％削減できた。建設機械の稼働・アイドリング時間
をリアルタイムにウェブ上で確認できるシステムを導入したことで、従業員の意識が変
わり、有効的な作業環境が整ったことで軽油使用量を基準年に対して３６.７％削減を
達成できた。
特に深谷ＲＰでは軽油使用量が基準年に対し、半分以下に抑えることができた。
働き方改革を推進して、残業時間と施設の破砕機や建設機械の稼働時間を減らしたこと
も、大幅な削減に繋がったと感じる。

引き続き、エネルギー効率の良い施設へと改善を図っていく。また、これからも継続し
てエコドライブを推進し、朝礼で無駄なアイドリングをしないように周知徹底する。但
し、本社での電気使用量は増加しているので、徹底した節電を実施しなければならな
い。

組織本来の取組

受入量に対して、施工方法を改善した事で中間処理量を増加させる事が出来た。
しかし、三木ＲＰは減少傾向で、深谷ＲＰは増加傾向にある。今後もより良い選別方法
を模索していく。リサイクル率は前年より低下（1.1％）したが、目標値は達成するこ
とができた。

一般廃棄物排出量削減
MicrosoftのPrint to PDFの活用にあわせて、ＦＡＸの利用を減らしてメール利用を徹底
したりと、ペーパーレス化が進んで、必要時以外は電子処理で済ませる機会が増えた。
裏面再利用等も徹底しており、継続していく。

水総使用量の削減

コロナの影響で各部門において、感染対策で手洗い等を徹底したことで水使用量が増加
した。
また、貯水タンクを利用しているが、各プラントにて粉塵防止対策として散水を徹底し
た為、増加により、未達成となった。
本社も節水を意識させ、次年度の数値を削減する。
各プラントでは粉塵防止対策機器や方法の見直しを図る。



【環境経営目標実績結果と評価】

○取組期間　2021年4月　～　2022年3月

【本社】

目的 単位
基準年（2018

年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 49,553 48,066 70,154 ✕

・電気使用量削減 kWh 46,222 44,835 49,225 ✕

・ガソリン使用量削減 L 10,445 10,132 18,850 ✕

・軽油使用量削減 L 189 183 0 〇

一般廃棄物排出量削減 kg 538 522 522 〇

水総使用量削減 m3 231 224 306 ✕

組織本来の取組　　＊２ 再資源化率 94.7 96.0 96.3 〇

【三木リサイクルプラント】

目的 単位
基準年（2018

年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 902,769 875,686 540,316 〇

・電気使用量削減 kWh 379,872 368,476 265,698 〇

・軽油使用量削減 L 265,944 257,966 154,268 〇

水総使用量削減 m3 297 288 392 ✕

【深谷リサイクルプラント】

目的 単位
基準年（2018

年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 1,420,793 1,378,169 876,152 〇

・電気使用量削減 kWh 957,069 928,357 842,632 〇

・ガソリン使用量削減 L 30,276 29,368 8,776 〇

・軽油使用量削減 L 319,133 309,559 156,362 〇

水総使用量削減 m3 694 673 846 ✕

【成合リサイクルプラント】

目的 単位
基準年（2018

年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 592,732 575,636 326,095 〇

・電気使用量削減 kWh 18,113 17,570 11,288 〇

・ガソリン使用量削減 L 244 180 〇

・軽油使用量削減 L 221,620 214,971 123,891 〇

水総使用量削減 m3 751 728 746 ×



【汚泥処理プラント】

目的 単位
基準年（2018

年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 191,595 195,920 333,344 ✕

・電気使用量削減 kWh 183,539 178,033 112,371 〇

・ガソリン使用量削減 L 4,325 5,455 ✕

・軽油使用量削減 L 35,459 34,395 100,118 ✕

水総使用量削減 m3 112 109 552 ✕

【高松リサイクル】

目的 単位
基準年（2018

年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 47,499 46,074 23,420 〇

・電気使用量削減 kWh 1,569 1,522 7,267 ✕

・ガソリン使用量削減 L 0 130 96 〇

・軽油使用量削減 L 17,730 17,198 7,484 〇

水総使用量削減 m3 56 54 57 ✕

【西讃リサイクル】

目的 単位
基準年（2018

年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 70,891 68,848 50,904 〇

・電気使用量削減 kWh 1,729 1,677 1,990 ✕

・ガソリン使用量削減 L 29 236 ✕

・軽油使用量削減 L 26,594 25,796 19,105 〇

水総使用量削減 m3 52 50 84 ✕

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省公表四国電力2017年実績調整後排出係数0.535（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．組織本来の取り組みとして中間処理における再資源化率向上に努めます。

〇ガソリン目標策定にて、2018年時点で成合ＲＰ、汚泥ＲＰ、西讃Ｒのガソリン使用はあり

　ませんでしたが、2019年度で使用実績が出たのでそれを基に2020年度から目標を改訂します。



【環境経営計画】
(具体的取組内容と月次評価)

・取組期間　2021年4月　～　2022年3月

具体的実施項目 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 評価

①不要な照明を消す 〇 〇 〇 〇 〇

②適正温度の維持 〇 〇 〇 〇 〇

③水銀灯からＬＥＤの入替 ― 〇 ― ― 〇

①エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇 〇

②タイヤの空気圧確認 〇 〇 〇 〇 〇

③車内に不要なものを積載しない 〇 〇 〇 〇 〇

①エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇 〇

②タイヤの空気圧確認 〇 〇 〇 〇 〇

③車内に不要なものを積載しない △ △ △ △ △

①コピー枚数の削減 〇 〇 〇 〇 〇

②コピー用紙の裏面再使用 〇 〇 〇 〇 〇

③再資源化の推進 〇 〇 〇 〇 〇

①節水ポスター掲示 〇 〇 〇 〇 〇

②洗車時の節水を図る 〇 〇 〇 〇 〇

③ストップノズルの装着 〇 〇 〇 〇 〇

①再資源化率向上に努める 〇 〇 〇 〇 〇

②分別の徹底 〇 〇 〇 〇 〇

③取引先へ分別の提案を実施する 〇 〇 〇 〇 〇

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的

一般廃棄物排出量削減

二酸化炭素排
出量の削減

電気使用量削
減

ガソリン
使用量削減

軽油
使用量削減

水使用量 節水

組織本来の取組

評価に対するコメント

二酸化炭素

日常点検で一部の車両に不要物積載があったが、定期的に注意喚起を続けている。
適正温度の設定維持を実施することが出来た。
一部の照明のみつけたり、不要な照明を消す活動は継続的に出来ている。
深谷ＲＰの機械設備の電気出力制御の細かな設定等を日々実施したことで、電気使用量を削減出来てい
る。
燃料費高騰に伴い、全社員へ通達して無駄な走行、アイドリング等の消費削減を徹底している。
既設の太陽光発電設備を自家消費型に切り替えることを検討している。

廃棄物
コピー用紙の再利用は従来より実施できている。
ペーパーレス化が進んで、必要時以外は電子処理で済ませる機会が増えた。
分別については徹底している。

水使用量

ポスターを掲示して節水を呼び掛け、貯水タンクの水の使用で現場は使用量削減が出来ている。
洗車用の水を再生水や井戸水を使用した。
本社も節水を意識させ、次年度の数値を削減する。各プラントでは粉塵防止対策機器や方法の見直しを
図る。

組織本来の取
組

①、②は重点的に取り組み、③は継続して取引先への分別指導を徹底して取り組めている。
リサイクル率向上に務め、埋立処分を減少させるように取り組んだ。



【次年度の環境経営目標及び環境経営計画】

〇環境経営目標
・2022年度の環境経営目標に取り組む。

・取組期間　２０２２年４月　～　２０２３年３月

【全体】
目　　　標

単位 基準年※1 2022年 2023年 2024年

二酸化炭素の削減 kg-CO2 2,178,149 2,167,258 2,156,422 2,145,640

・電気使用量削減 kWh 1,217,020 1,210,935 1,204,880 1,198,856

・ガソリン使用量
　削減 L 31,090 30,935 30,780 30,626

・軽油使用量削減 L 562,690 559,877 557,077 554,292

一般廃棄物
排出量削減

kg 531 528 526 523

水総使用量削減 m3 2,762 2,748 2,734 2,721

組織本来の取組 再資源化率※2 97.0 97.0 97.0 97.0

※1　基準年数値は2020年と2021年の実績を平均したもの。

※2　再資源化率は２年間の実績を考慮して97％として、水準を保てるよう取組を継続する。

〇環境経営計画

①中間処理における再資源化率向上に努める

②分別の徹底

③取引先へ分別の提案を実施する

②コピー用紙の裏面再使用

③再資源化の推進

①節水ポスター掲示

②洗車時の節水を図る

③ストップノズルの装着

目的

具体的実施項目

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

組織本来の取組

※全サイトでこれに取り組む。

二酸化炭素排出量
の削減

電気使用量削減

ガソリン
使用量削減

軽油使用量削減

一般廃棄物排出量削減

水使用量 節水

①エコドライブの励行

②タイヤの空気圧確認

③車内に不要なものを積載しない

①エコドライブの励行

②タイヤの空気圧確認

③車内に不要なものを積載しない

①コピー枚数の削減



義務 責務

第1条 ■環境の保全について、基本理念を定め、事業者等の責務を明らかにする。

第8条
■事業者の責務（ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害防止、自然環境の保全に必要な
処置を講ずる。製品の使用又は廃棄による環境への負荷の低減に努める。）

第1条
■資源の有効な利用の確保を図るとともに、廃棄物の発生抑制及び環境の保全に資するため、
使用済み物品等及び副産物の発生抑制並びに再生資源及び再生部品の利用の促進に関する所要
の措置を講ずる。

第4条 ■事業者の責務（原材料等の使用の合理化、再生資源及び再生部品を利用に努める。）

第1条 ■循環型社会の形成について基本原則を定め、事業者等の責務を明らかにする。

第11条

■事業者の責務（原材料等がその事業活動において廃棄物等となることを抑制するために必要
な措置を講ずる。原材料等が循環資源となった場合には自ら適正に循環的な利用を行い、若し
くは適正に循環的な利用が行われるために必要な措置を講じ、又は循環的な利用が行われない
循環資源について自らの責任において適正に処分する。）

第1条
■社会経済活動等による温室効果ガスの排出の抑制等を推進するための措置を講ずること等に
より地球温暖化対策の推進を図る。

第5条
■事業者の責務（温室効果ガス排出の抑制に努める。国及び地方公共団体が実施する温室効果
ガスの排出抑制等のための施策に協力する。）

第14条第
6項

■産業廃棄物処理業の許可（香川県・高松市）

第15条第
1項

■産業廃棄物処理施設の設置許可（香川県・高松市）

第14条第
1項

■産業廃棄物収集運搬業の許可（香川県・高松市）

第14条の
４第1項

■特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可（香川県）

第21条 ■技術管理者の設置(中間処理施設）

第6条の2
第2項

■一般廃棄物処理基準の遵守

■産業廃棄物処理基準の遵守

収集運搬

廃棄物の飛散・流出防止

悪臭、騒音、振動による生活環境の保全上支障がないように必要な措置

収集運搬車両の掲示・書類の備え付け

第6条2第
2、3項

■一般廃棄物委託基準の遵守

■マニフェストの管理（５年間保管）

収集運搬終了後10日以内送付(電子3日以内）

中間処分終了後10日以内送付(電子3日以内）

最終処分終了後10日以内送付（電子3日以内）

第4条 ■事業者の責務（分別排出の協力） ○

第6条 ■TV・洗濯機・冷蔵庫・エアコンの破棄 ○

第5条 ■事業者の責務 ○

【環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無】

当社に適用される主な環境関連法等は、下記のとおりです。

環境関連法規制の遵守状況については、過去３年間規制逸脱はありませんでした。

また、環境当局からの違反等の指摘はありませんでした。

法令等の名称 該当する条項
等

適用される要求事項 法規制等取りまとめ表記
載

○

○資源の有効な利用の
促進に関する法律

○廃棄物処理法 ○

第12条

第12条の ３

○

○循環型社会形成推進
基本法 ○

○地球温暖化対策の推
進に関する法律

○

○特定家庭用機器再商
品化法（家電リサイク
ル法）

○国等による環境物品
等の調達の推進等に関
する法律
(グリーン購入法）

基
本
・
一
般

○容器包装に係る分別
収集及び再商品化の促
進等に関する法律(容器
リサイクル法）

○環境基本法



■特定施設（ばい煙・一般粉じん・特定粉じん排出）

■排出基準の遵守

■測定の記録と保管

■定期報告

■特定製品（業務用エアコン、冷蔵庫等）の整備・廃棄時のフロン回収・破壊

■業務用エアコンの適正管理

第5条 ■浄化槽設置（変更）の届け出

第8～10
条

■保守点検

第11条 ■定期検査

第７条 ■規制基準の遵守義務

第１０条 ■事故時の措置と報告

第11条 ■自治体による測定

騒
音

第５条 ■特定工場、特定施設を設置している事業所は規制基準を遵守 ○

振
動

第５条 ■特定工場、特定施設を設置している事業所は規制基準を遵守 ○

第3条 ■労働安全衛生の推進

第12条の2,3 ■労働安全衛生推進者の選任

第55条第 1項 ■汚染負荷量賦課金の申告・納付 ○

第17条の
3の3

■消防用設備等の点検と報告 ○

第10条別表 ■危険物取扱（指定数量以上） ○

義務 責務
■事業者の責務

■廃棄物の適正処理

■公害の防止その他の環境への負荷の低減

■地球温暖化の理解を深め、自動車によるＣＯ２の排出を抑制するためエコ運転を励行

■事業者から発生する廃棄物の減少に努め、資源の有効利用を図るとともに電気の使用量を削
減し省エネルギー活動を推進

■エネルギーの消費量が少ない電気機器等の使用及び電気機器等の効率的な使用

■環境マネジメントプログラム展開体制の組織を設置

■アイドリングストップの励行

第４条 ■県が実施する緑化の推進とみどりの保全に関する施策に協力 ○

第3条 ■勤務時間外は敷地内に適切に保管、使用時は所定の駐車場に駐車 ○

第２５条
■産業廃棄物処理実績報告
■産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）運搬実績報告
■産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）処分実績報告

○

■事業者の責務

■廃棄物の適正処理

○大気汚染防止法 第2条

大
気

○フロン排出抑制法 ○

○

水
質

○浄化槽法 ○

悪
臭

○悪臭防止法 ○

○危険物の規制に関す
る政令

○騒音規制法

○振動規制法

（香川県条例等）

条例等の名称 該当する
条項等

適用される要求事項 規制等登録簿記載

そ
の
他

○労働安全衛生法 ○

○公害健康被害の補償
に関する法律

○消防法

香川県環境基本条例 第5条
○

香川県生活環境の保全に関
する条例

第3条 ○

○

みどり豊かでうるおい
のある県土づくり条例

香川県放置自動車の処
理に関する条例

香川県産業廃棄物処理等指
導要綱（高松市）

高松市環境基本条例 第5条



て資源循環型社会の構築に貢献していきたい。

【代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示】

％と満足のいく成果であった。今年度は、当初に決めた中・長期目標の最終年度であり、目標を全

社員一丸となって達成できたことを大変嬉しく思う。

２０２２年度からの新たな目標を定め、計画・投資を図り、取り組んでいきたい。次期より自家消費型

太陽光発電システムの導入を予定しており、更なる成果を期待したい。

　特に中間処理の再資源化は課題を見つけ更にレベルアップをしたい。環境経営計画はまだ定着し

ているとは言えないので、継続して取り組む。環境経営方針は改訂したばかりであり、実施体制も維

　当社は「人と自然の共存できる快適環境を次世代へ」をスローガンに掲げており、事業を通し

持していく。

株式会社エムケーインデクト
  　　　　　　代表取締役　今 中 健 二

　環境経営目標は、水使用量以外の６項目は全て達成した。二酸化炭素排出量は目標に対し

３２．２％削減を達成でき、特に軽油使用量削減実績が一番大きく成果に繋がっている。

今迄に、稼働している重機を省エネ型の新しい重機に入替した効果が、ここにきて成果となっている。

また、電気使用量も一番環境負荷の大きい深谷リサイクルプラントの水銀灯をＬＥＤに交換した効果

が表れている。

　

　継続して、働き方改革にも取り組んだ。従業員の残業を減らす為に作業工程を見直し、改善す

る事で社員の作業環境の改善が出来た。二次効果として、軽油と電気使用量も削減に繋がった。

物価が高騰している現状、軽油やガソリンの削減は、経営的にも大きな後押しとなった。

　環境経営計画は、決定した具体的活動は出来ている。本業である中間処理の再資源化も９６．３

2022年5月20日


